
中庸
出典 : フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%BA%B8

中庸（ちゅうよう）とは、

儒教において、「四書」の一つ。
倫理学（特にアリストテレスのそれ）において、徳の一つ。

儒教の『中庸』
『中庸』は最初『礼記』の一篇として存在したが、後には独立した書物として扱われるようにもなっ
た。南宋代に至り、朱熹の著した『大学章句』によって、多くの人々に読まれるようになった。

朱熹の章句の冒頭によれば、『中庸』は孔子の孫にあたる子思が「道が衰え、伝わら ないのを恐れ
て著した。」とあるが、後世の学者によれば、子思の著書かどうかは疑わしいと されている。また、
朱熹の注では「中」とは偏らないことを意味し、「庸」とは易（か）わら ないこと、と説明してい
る。

『大学』が四書の入門であるのに対し、『中庸』は四書の中で最後に読むべきもの とされ、その内
容は修己や倫理などに関する記載が多い。

徳性としての中庸
『ニコマコス倫理学』のなかで、アリストテレスは人間の行為や感情における超過と不足を調整す
る徳として中庸 Golden Mean を挙げた。例えば、勇気は蛮勇や臆病の中間的な状態である時はじ
めて徳として現れる。アリストテレスによれば、この両極端の中間を知る徳性が思慮（フロネー
シス、実践知）である。

"http://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%AD%E5%BA%B8" より作成
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